
 

 

 
 

お 知 ら せ 

 

 

小石原川ダム導水施設建設工事の入札手続きの結果について 

 

 

 本資料は、小石原川ダム建設事業で実施する「小石原川ダム導水施設建

設工事」において水資源機構で初めて試行した「技術提案評価型（ＡⅡ型）

総合評価落札方式」による入札手続きの経過および工事入札結果をお知ら

せするものです。 

 入札手続きの過程においては、民間に求める技術提案がより良く優れた

技術提案となるよう、技術提案書作成説明会の開催や、技術提案について

提案者との技術対話を実施しました。 

 その結果、工程短縮、高地下水圧でのトンネル掘削方法、トンネル施工

時の確実性の確保、周辺環境への配慮などに関し、優れた技術提案をいた

だくことができました。 

 

 

平成 27 年７月１６日 

独立行政法人水資源機構 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

導水施設は小石原川ダム建設事業の一環で実施するものであり、「小石原川ダ

ム」と佐田川から小石原川への「導水施設」を建設することにより、水資源の有

効活用を図ります。 

導水施設の諸元は下表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小石原川ダム導水施設建設工事の概要

導水施設 

位 置 図

施 設 名

取 水 工 型 式 ： 固定堰

取 水 制 限 流 量 ： 0.4m3/s

最 大 取 水 量 ： 3.0m3/s

導 水 路 構 造 ： 水路トンネル

ト ン ネ ル 延 長 ： 5,040m

最 大 導 水 量 ： 3.0m3/s

放 流 工 水 路 幅 ： 2.2m

諸 元

江川ダム 江川ダム 江川ダム 

寺内ダム 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

設計面および施工面での各課題に対して、民間の優れた技術を活用できるよう、

「設計・施工一括方式」の発注としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入札手続き（発注方式・求めた技術提案等）について 

【設計面で期待される提案】 

既往実績の少ない高水圧下に

おける地下水保全が可能な覆工

構造（セグメント、シール材等）

【施工面で期待される提案】 

○導水路トンネルの掘削工法および覆

工仕様の工夫による工程短縮 

○トンネル工事のリスク（想定外地質の

出現、異常出水等）回避・低減 

○施工中における地下水位の低下抑制

を目的とした高度な施工方法 

○取水工周辺が民家と近接しているた

めの騒音・振動対策、河川並びに貯水

池の水質保全対策等の環境対策 

 

設計・施工の両面で技術提案により民間の優れた技術を活用し、 

公共工事の品質をより高めることが期待できる設計・施工一括方式 

技術提案評価型（ＡⅡ型）総合評価落札方式を採用 

 

※ 技術提案評価型（ＡⅡ型）とは・・・ 

民間企業の優れた技術を活用することにより工事の価値の向上を目指し、

技術提案と入札価格とを総合的に評価して落札者を決定する方式のなかで、

特に設計・施工の両面に想定される有力な構造型式や工法に複数の候補があ

る場合に設計・施工一括発注として適用される方式です。 

発注方式 



 

 

 
 

 

 

総合評価は、価格評価点を 100 点、技術評価点を最大 50 点とし、加算方式

で求めた以下の算定式による評価値により行いました。 

評価値＝価格評価点＋技術評価点 

 価格評価点＝100点×（１－入札価格／予定価格） 

 技術評価点＝50点（最大） 

 

また、落札者は、予定価格の範囲内で評価値が最も高い者としました。 

 

 

予定価格は、技術的に最も優れた技術提案が排除されず、入札時点での競争性

が確保される可能性が高い、技術評価点の最も高い技術提案に基づき設定しまし

た。 

また、調査基準価格は、各入札参加者からの技術提案に基づく予定価格相当額

からそれぞれ設定しました。 

 

A社 B社 C社 D社

A社見積に基づく

予定価格相当額

B社見積に基づく

予定価格相当額

C社見積に基づく

予定価格相当額 D社見積に基づく

予定価格相当額

A社入札額
B社入札額

C社入札額

D社入札額

A社見積に基

づく予定価格

相当額から求
めた調査基

準価格相当

額

B社見積に基

づく予定価格

相当額から求
めた調査基準

価格相当額

C社見積に基づく

予定価格相当額か

ら求めた調査基準
価格相当額

D社見積に基づく予

定価格相当額から

求めた調査基準価
格相当額

予定価格

技術提案書

の技術点が

最も高い社
 

総合評価の方法・落札者の決定方法

予定価格・調査基準価格の設定方法

調査基準価格の算定イメージ



 

 

 
 

工程短縮に関する事項

導水路トンネルの設計・施工に関する事項

施工中における周辺環境対策に関する事項

 

 

工事の工程（工期）、高い技術が求められる導水路トンネルの設計・施工のほか、

周辺環境への配慮（特に取水工工事区域と隣接する周辺民家に極力配慮）の３つ

の大きな技術的課題から技術提案の評価項目を設定し、50 点の技術評価点を配

点しました。 

 

＜技術的課題＞           ＜評価項目【技術評価点】＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●早期完成による水資源の有効利用 

●工事に伴う周辺住民への影響期間短縮

●トンネル工事リスク（想定外の地質、

突発湧水の出現等）の回避・低減 

●取水工周辺地域の井戸水等利用に支

障のない施工中・完成後の地下水位の

低下抑制 

●地山表面から 100m を超える深さ

のあるトンネルであり、高地下水圧に

耐える掘削機械・覆工構造 

●工事区域と近接している取水工周辺

住民に対する配慮 

●工事区域内となる河川・ダム貯水池へ

の水質汚濁防止 

技術提案の項目

○工程短縮 【20点】

○トンネル施工の確実性【5点】 

○確実な水密性確保  【5点】 

○掘削機械の耐水圧性能【5点】 

○取水工周辺の騒音・振動抑制対策【7点】

○取水工周辺の水質汚濁防止対策 【4点】

○放流工周辺の水質汚濁防止対策 【4点】
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入札手続きの流れ 



 

 

 
 

 

 

 

提案者から提出いただいた技術的課題に対する高度な技術提案は、機構内に「小

石原川ダム導水施設建設工事技術審査会（以下「審査会」という。）」を設置、合

議制により審査・評価を行い、公正かつ中立な審査・評価を確保するため、重要

なプロセスにおいては学識経験者を含む総合評価審査委員会（以下「委員会」と

いう。）に諮り、その妥当性の確認を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術提案の審査・評価体制

【審査・評価体制】

水資源機構内のトンネルや土木構造物の設計・施工の経験豊富な職員

総合評価審査委員会
委員5名

（うち、外部委員3名）

小石原川ダム導水施設建設工事 技術審査会 委員8名

【実施内容】

総合評価落札方式のタイプ選定

技術提案の評価項目

予定価格・調査基準価格の設定方法

妥当性確認

審査の実施

改善要請事項の抽出

抽出した改善要請事項の妥当性確認

○１者当たり約２時間の対話

一部の不備を改善

（より優れた提案への改善）

入札

改善技術提案書の提出

技術提案書の提出

入札公告

【入札手続き】

技術提案書等作成説明会

改善技術に関する審査・評価の妥当性確認

改善技術に関する審査・評価の実施

技術対話の実施



 

 

 
 

 

 

 

入札公告を行った結果、技術提案書を３者から提出いただきました。 

提出いただいた技術提案書を審査・評価し、改善が必要若しくは見込まれる内

容については、より良い技術提案とするために、提案者毎に技術対話を実施しま

した。 

また、技術対話の実施にあたっては、委員会の意見を踏まえ、契約後のトラブ

ル軽減を図るため、濁水処理工や止水注入工、不可視地質への対応などについて

のリスク分担の確認を行い、提案者と発注者双方の認識の共有化を図りました。 

 

 

 

 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 

提案者からの自主改善提案項目数 ０ ０ ０ 

発注者からの改善要請項目数 １ ３ １ 

発注者からの改善要請に提案者が応じた項目数 １ ３ １ 

 

 

項目 技術提案の改善内容の概要 

設計 ・設計内容に関する改善 

施工計画 ・制約条件等の不整合に関する改善 

・記載内容の不適正に関する改善 

・著しく過度な内容に関する改善 

 

技術提案の審査・評価および技術提案の改善

技術対話の概要

改善内容の概要



 

 

 
 

導水路トンネルの設計・施工に関する事項

施工中における周辺環境対策に関する事項

工程短縮に関する事項 

 

 

技術提案の内容は、提案者それぞれの設計・施工計画のノウハウが盛り込まれ、

いずれの者の技術提案においても、民間企業の優れた技術を活用することができ

るものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術提案の概要

○トンネル施工の確実性に優れた提案 

・切羽前方の地質状況の把握方法の提案、掘進中の地質起因等による不測の事

態に備えた提案 など 

○水密覆工区間の施工中及び完成後の水密性確保に優れた提案 

・覆工に係る設計・工法（方法）の提案、掘削機械のカッタービット交換方法

等の提案 など 

○水密覆工区間の優れた掘削機械耐水圧性能の提案 

・1.00MPa以上の提案 

＜※水圧1MPaは、水深100mの水圧に相当します。＞

○取水工周辺の騒音・振動抑制対策   取水工及び放流工の周辺環境への 

○取水工周辺の水質汚濁防止対策    配慮に優れた提案 など 

○放流工周辺の水質汚濁防止対策 

短縮日数460日以上 



　入 札 状 況 調 書 （総合評価落札方式）

上記入札金額は、入札者（又は契約希望者）が見積もった契約希望金額の１０８分の１００に相当する金額である。

技術評価点（Ａ）の内訳は、別紙技術評価点評価調書のとおり。

低入札
価格点

(B)
入札価格

価格点
(C)

備　　　考

第　２　回　入　札 第　１　回　見　積

評価値
(A)+(C)

摘　　　要
見積価格

価格点
(D)

評価値
(A)+(D)

落　札

△

 

21.0228,125,000,000

 

46.2

45.4 8,451,000,000

 

 

 

 

  

 

 

 

 

①社
前田建設工業・日特建設
共同企業体

②社
大成建設（株）

40.3

3. 開札場所

業　　者　　名
技術評価

点
(A)

③社
（株）大林組

 

 

47.1500.95010,190,000,000

円

8,776,803,600

10.

平成27年7月1日

第　１　回　入　札

入札価格

9,127,080,000

61.322

円

17.853

評価値
(A)+(B)

　本社　入札室

円

小石原川ダム導水施設建設工事

①社　調査基準価格（税込）

63.253

1.

2.

件 名

開札年月日 11,110,705,200

10,287,690,0005.

6.

予 定 価 格 （ 税 抜 ）

予 定 価 格 （ 税 込 ）

円

4. 落 札 者 大成建設（株） 8. ②社　調査基準価格（税込） 8,765,625,600 円

7.

9. ③社　調査基準価格（税込） 9,870,390,000 円

落 札 金 額 （ 税 込 ）



別紙

１　　件　　　　名 小石原川ダム導水施設建設工事

２　　開札年月日 平成27年7月1日

３　　開 札 場 所 　本社　入札室

工程短縮に関す
る事項

導水路トンネルの
設計・施工に関す
る事項

施工中におけ
る周辺環境対
策に関する事
項

配置予定技術者
のヒアリングの結
果に応じて、最大
３点を減点する。

指名停止の期間の月数
（指名停止措置を複数回
受けた場合は、それぞれ
の期間を合算した月数と
する。）に８を乗じた点数を
減点する。

技術評価点合計

最大20点 最大15点 最大15点 -3点（最小値） 最大５０点

①社
前田建設工業・日特建設共同企業体

20.0 12.6 7.7 0.0 0.0 40.3

②社
大成建設（株）

20.0 14.2 11.2 0.0 0.0 45.4

③社
（株）大林組

20.0 11.2 15.0 0.0 0.0 46.2

業者名

技術評価点評価調書


